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自己紹介

専門分野
機構学
計測・制御工学

手首関節機構

工学の教育・訓練応用

メカニズム（機構）
メカトロニクス

信号処理
数理モデリング

誘導性身体動揺

ハンドルセンサ

シミュレータ

受動歩行おもちゃ

行動分析
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意図推定

遠隔制御の
出張講義

新規機構開発，
既存技術の融合
によるシステム
インテグレーション

現象を数理的
に捉え，抽象
（モデル）化
し，その特徴
を見出す

工学技術を技能の習得
や学問への興味喚起に
応用する地域貢献活動

能力定量化

実装化
技術

生体計測

生体の状態や行動を
無理なく獲得する
計測技術

情報・

ネットワーク
技術

長時間映像同期
記録システム
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生涯学習
とは？

 生活の向上，職業上の能力の向上や自己の充実を目指し，
各人が自発的な意思に基づいて行うことを基本とする

 必要に応じ，可能な限り自己に適した手段及び方法を自ら選び
ながら生涯を通じて行う学習

 学校や社会の中での意図的，組織的な学習活動として行われる
だけでなく，人々のスポーツ活動，文化活動，趣味，
レクリエーション活動，ボランティア活動の中でも行われる等
幅広い活動が含まれる

 高齢者の方のみを対象としているわけではなく，子どもから
大人まですべての年齢を対象．いわゆるライフワーク的な学習
活動のみを指すものでもない

生涯学習の理念（教育基本法第3条）
国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、

その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習すること
ができ、その成果を適切に生かすことのできる社会の実現が図られなければ
ならない

生涯学習って何ですか？，新潟県
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/syogaigakushu/1329685346483.html
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新潟における
生涯学習

新潟県：いきいき県民カレッジ（新潟県立生涯学習センター）

 県や各種学校などの開講する講座を受講

 受講時間に応じた単位認定
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新潟における
生涯学習

新潟市：にいがた市民大学講座
(新潟市生涯学習センター）

 受講講座に応じた単位・学位の認定
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新潟における
生涯学習

新潟市：にいがた市民大学講座(新潟市生涯学習センター）
 学習モデル：学びの循環形成
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2017年度 に担当

新潟における
生涯学習

新潟市：にいがた市民大学講座(新潟市生涯学習センター）
 学習モデル：学びの循環形成

自主グループ
へ移行

7

令和３年度北陸信越工学教育協会 年次シンポジウムDX時代の工学教育2021年12月14日



2019年度～

2018年度

2017年度

新潟における
生涯学習

新潟市：にいがた市民大学講座(新潟市生涯学習センター）
 学習モデル：学びの循環形成

自主グループの形成
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ロボット概論

ロボット
プログラミング

ロボット・プログラミングからの
学びの深まりとは？

ロボット・
プログラミング
から深まった

学びの還元とは？



初等教育とDX

プログラミング的思考
情報活用能力

2021年12月14日 令和３年度北陸信越工学教育協会 年次シンポジウムDX時代の工学教育
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プログラミング教育，文部科学省
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1375607.htm

2019年度～先行・試行開始
2020年度必修化



初等教育とDX

プログラミング的思考
情報活用能力

2021年12月14日 令和３年度北陸信越工学教育協会 年次シンポジウムDX時代の工学教育
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初等教育とDX

プログラミング的思考
情報活用能力

2021年12月14日 令和３年度北陸信越工学教育協会 年次シンポジウムDX時代の工学教育
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プログラミング教育，文部科学省
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1375607.htm

 小学校 プログラミング教育の必修化

サポートの対象

考え方の
例示・見せ方

先
生

スキルの補助 児
童活用例や道具の説明

プログラムをつくる技術
（スキル）ではなく
考え方を学ぶ

プログラム・コンピュータ
によって

便利な点・活用例を学ぶ



初等教育とDX

プログラミング的思考
情報活用能力

2021年12月14日 令和３年度北陸信越工学教育協会 年次シンポジウムDX時代の工学教育
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プログラミング教育，文部科学省
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1375607.htm

 小学校 プログラミング教育の導入場面

先生が
主導

先生以外
が主導



2017年度

新潟における
生涯学習

新潟市：にいがた市民大学講座(新潟市生涯学習センター）
 学習モデル：学びの循環形成

自主グループの形成
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ロボット概論

ロボット
プログラミング

プログラミング的思考，
ボランティアスキル の学習

一般向け体験会，
小学校クラブ活動

支援

【活動目的】

【活動・還元対象】



自主グループ
の形成
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大人向けプログラミング勉強会
https://sites.google.com/view/otona-programming-niigata/



自主グループ
の形成
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大人向けプログラミング勉強会
https://sites.google.com/view/otona-programming-niigata/

学習内容とツール
 学習指導要領の手引き記載の３種類



自主グループ
の活動の
オンライン化
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 2018年度～ 新潟市内公共施設にて対面実施

 2019年度末～ 公共施設の利用停止 ⇒ オンライン移行



自主グループ
の活動の
オンライン化

オンライン化のメリット
 移動時間の削減

 （特に冬季）天候によらず開講可能

 学習や交流の継続性の担保

 繰返し受講が可能となり，「先輩」が「後輩」に教える階層化

 オンデマンド（YouTube）配信による復習が可能

 オンラインツールによる進捗・スキルチェック
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対面実施会場から約15km圏（車で30分）
参加者の2/3が10～15km圏

公共施設のPC台数
（多くても20台程度）に制約されない

他の地域活動との併用が可能
居住地域の交通事情への対応

各自の自習・復習を支援
小中学生の働く親世代の参加も可能

受講期数・対外活動数が多い
⇒コアメンバーに任命

定例勉強会（金曜午後）に
参加できない方1/3程度



自主グループ
の活動の
オンライン化

オンライン化のデメリット
 PCやネットワークのトラブルシューティング対応不可

 作業環境の多様化（PC機材，OS，バージョンの不一致）

 作業画面の不足

 他者の作業画面の確認・提示不可（特に初学者）

 フィジカルプログラミングにおける状況把握不可

 個人間のつながり形成が困難
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参加条件の設定：Windows，コンピュータ関連の基本操作が可能なこと
用語や操作の共通化：「タスクバー」「コピー＆ペースト」などを講習

複数モニタの提案：外付けモニタの導入やテレビの外部入力の活用，
Zoom画面共有の適切化

Zoom操作の講習：画面の共有，バーチャル背景，挙手などの活用
Webカメラの貸与：PC内蔵カメラの画角制限の解消

講習開始時の挨拶：参加者リレー方式で近況報告，名前の呼び合い
ブレイクアウトルーム：少人数化による会話機会の増加



自主グループ
の活動の展開

 小学校クラブ活動支援
 2019年度２校

 2020年度１校

 2021年度３校

 中学校部活動支援
 2021年度１校

 おとなとこどものプログラミング体験会
 2019年度 ５回

 2020年度 ８回

 2021年度 ８回
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支援先学校間での
さくひんのシェア

感染防止対策を施した
体験会実施



初等教育とDX

 GIGAスクール構想：2020年度 文部科学省
 小・中学生に一人１台のICTデバイスの貸与

 コロナ禍における学びの継続

 授業中の児童・生徒の考えの共有

2021年12月14日 令和３年度北陸信越工学教育協会 年次シンポジウムDX時代の工学教育
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新潟市教育委員会学校支援課
https://www.city.niigata.lg.jp/kosodate/gakko/gakko_keikaku/support.files/20200914GIGAsupport.pdf

デスクトップPCの撤去

コンピュータクラブ
パソコンクラブの休止

貸与機材の破損の増加

利用制限の付与

発展的なプログラミング教育
リテラシー教育の機会に



まとめ

DX時代の地域貢献
 新たな学びをとりまく状況

2021年12月14日 令和３年度北陸信越工学教育協会 年次シンポジウムDX時代の工学教育
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プログラミング的
思考

大学からの
専門知識の提供

大学生の
専門知識の活用

保護者世代の
関心・理解

シニア世代の
興味・関心

GIGAスクール
構想

ICTリテラシー教育

各教育機関と
の連携

地域・他の教育機関が必要とする専門技術の提供
教育・研究との連携



ご清聴頂き，
ありがとうございました

本活動の一部は，以下のご支援のもと実施したことを記し，謝意を表します

・日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門

・内田エネルギー科学振興財団 科学技術振興助成

2021年12月14日 令和３年度北陸信越工学教育協会 年次シンポジウムDX時代の工学教育
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